
資料３
詳細検討すべき地域の絞り込み手順　(平成15年検討資料（一部改編））
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詳細検討対象地域　19地域

重要な生態系
（陸域、陸水域、浅海域）

(約2,000）

地形・地質
（自然景観資源調査）

(約15,000）

各区分毎に面積
上位を抽出　(42)

隣接・近接地域の統合　(61)

統合して５０ｋｍ２の面積を持つ地域（陸水域の場合、周囲の陸域又は
既に一定の要件を満たす地域と統合されている場合に限る）の抽出　(43)

重複あり

地理区分毎の抽出（生息・生育する希少生物、植生の多様性などによる重み付け）

既に一定の要件
を満たした地域

(942)

50km2以上の面積を持つ地域の抽出

代表的な地形の
抽出

生物地理学上重要な
島嶼地域の抽出

植生自然度、道路密度、人口密度などによる自然性の高い地域の抽出 ４つの地形区分を選
定（屋久島との対比）　　　　　　（自然湖岸率）　　　　　　　　（自然海岸率）


